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多様な担い手により、将来にわたって力強い農林水産業が展開されている。 

 

 

【現状と課題】 

〇 本市でも、全国的な傾向と同様に、農林水産業における就業者の減少と高齢

化が進行しています。 

〇 国や兵庫県は、農業の生産性向上に向け、ICT やロボット技術を活用したス

マート農業を推進しており、本市でも、若手農業者を中心に特徴的・先進的な

農業経営や技術活用が進められています。 

〇 地球温暖化による海水温の上昇や瀬戸内海の水中の栄養塩不足による貧栄養

化などにより、漁場環境が悪化し、水産資源が減少しています。 

〇 多様化する消費者ニーズを好機と捉え、地域産品のブランド化により新たな

需要を獲得する取組が全国各地で盛んに行われています。本市でも、農畜産物

や水産物のブランド化をはじめ、農商工連携や６次産業化を進めています。 

〇 本市では、姫路市中央卸売市場の機能強化と「播磨地域の食文化の拠点」づ

くりを目指して、新市場の移転再整備を進めています。 

 

 

※関連データ：認定農業者数と認定新規就農者数の推移 

（資料）農政総務課 
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※各年度末現在 

※兵庫県から平成 26年度に事務移管したため、それ以前の数値なし 

令和元 

資料２－１ 

※関連データ：姫路の主なブランド農水産物 

 

 

  

（資料）姫路市農林水産振興ビジョン 

 

 

【目指す姿を実現するための方向性】 

 

 

農産物・畜産物 水産物 

・網干メロン 

・太市のたけのこ 

・姫路のれんこん 

・安富のゆず 

・夢そば 

・姫路和牛 

・白鷺鱧

ハモ

 

・華姫さわら 

・ぼうぜがに（ガザミ） 

・ぼうぜ鯖

サバ

 

人 

地 域 

ア 農林水産業を支える多様な担い手の確保・育成 

〇 個人や法人の新規参入や、集落営農の組織化・法人化など、意欲あ

る多様な経営体が定着しやすい環境を整えるとともに、若者や女性、

高齢者、外国人を含め農林水産業の新たな担い手の確保・育成に取

り組みます。 

〇 農林水産分野の専門的知識や技術を有する高度人材の確保・育成

に取り組みます。 

活 力 

イ 安定した農林漁業経営基盤の確立 

ICT 等を積極的に活用したスマート農業の導入や農地の集積・集約

による優良農地の確保、林業の生産基盤の整備や効率的な作業シス

テムの推進、つくり育てる漁業や漁場の環境改善による水産資源の

回復と安定化などにより、生産性の向上と経営管理の合理化を図り、

農林漁業者の経営基盤の安定化に取り組みます。 

ウ 播磨の豊かな地域資源を活かした農林水産物のブランド化の推進 

市内の生産者が、播磨圏域をはじめとした市内外の直売施設や飲

食店、企業、関係機関・団体などと連携し、地域で一体となって、農

林水産物の利用拡大や６次産業化等による高付加価値化、ブランド

化に取り組み、市内農林水産物の競争力強化と農林漁業者の所得向

上を図ります。 

土 台 

エ 中央卸売市場の機能強化 

中央卸売市場の流通機能の強化により、農水産物の安全性と安定

供給を確保することで、地場産品のブランド化を支え、農水産物の輸

出を促進するなど、国内外の需要に応えていきます。また、「播磨地

域の食文化の拠点」として、市民や観光客に開かれた市場づくりを行

い、農水産業の発展を支えます。 



 

  

 

 

 

 

 

ふれあいと活力ある農山漁村が形成され、自然環境や美しい景観の保全、文化の

伝承、防災といった多面的機能が発揮されている。 

 

 

 

【現状と課題】 

〇 本市の農林水産業を支える農山漁村は、都市近郊に位置しており、生産地と

消費地が近いという特長を有しています。 

〇 栽培漁業関連施設や漁港施設、ため池・水路、林道などの農林水産業を支える

生産基盤の老朽化が進んでおり、近年、気候変動等の影響により頻発する自然

災害によってそれらの生産基盤や農山漁村への被害が発生するリスクが高まっ

ています。 

〇 野生鳥獣による農林水産業への被害が、経営意欲の減退や耕作放棄地の増加

の要因となるなど、農山漁村への深刻な影響が懸念されています。 

 

 

【目指す姿を実現するための方向性】 

 

 

 

 

 

 

 

人 

地 域 

オ 多様な主体の参画による農山漁村の活性化 

農林水産業関係機関や農山漁村地域の住民をはじめ、都市住民や

企業、近隣集落が連携・協力するとともに、農山漁村の魅力を発掘・

活用し他地域との交流を進める核となる人材を育成することで、多

様な主体の参画を促し、農山漁村の活性化を図ります。 

活 力 

カ 都市と農山漁村との継続的な交流の促進 

豊かな農林水産資源と都市近郊型の農山漁村の特長を活かし、教

育、福祉、観光等の視点に着目した都市と農山漁村との交流を促進し

ます。また、姫路の農林水産業と農山漁村の魅力を市内外に発信し、

地場産品の消費拡大や交流人口の拡大、移住・定住につなげます。 

土 台 

キ 農山漁村の多面的機能の維持・強化 

総合的な有害鳥獣対策や農地・森林、漁場環境の保全活動を進め、

自然環境や美しい景観の保全、文化の伝承、防災といった農山漁村の

多面的機能の維持・強化に取り組みます。 

目指す姿２ 

 

 

市民、地域コミュニティ、企業・団体に期待すること  

市市市市 民民民民    
➢ 姫路をはじめ播磨の農林水産物を知り、積極的に消費するとと

もに、その魅力をたくさんの人に伝えていきましょう。 

地域コミュニテ地域コミュニテ地域コミュニテ地域コミュニティィィィ    
➢ 各地域での農林水産業の課題を共有し、地域外の人と交流・協

力しながら、地域の特性を活かした活力ある農山漁村を守り、つ

くっていきましょう。 

企業・団企業・団企業・団企業・団体体体体    

➢ 農林水産資源の保全と消費者が求める良質な農林水産物の安

定的な生産・供給に努めましょう。 

➢ 姫路をはじめ播磨の農林水産物を活用した新たな商品や農林

水産業と他の産業を結び付けた新たなサービスの開発・提供に努

めましょう。 

 


